
２．事業の目的と概要 

（１）上位目標 ビントゥアン省全域の小学校、アンザン省全域の小学校でインクルーシブ

教育研修システムが構築され、他省のモデルとなっている。ビントゥアン

省、アンザン省の障害ある児童の就学率が増加する。 

（２）事業の必

要性（背景） 

 

１．事業のニーズ 

【ベトナムにおける障害ある児童の状況】 

 現在ベトナムの障害ある児童の就学率は全体で 40%程度とみなされる。 ベト

ナムの障害ある児童 80万人のうち、46万人は初等教育さえ受けられていないの

が現状である。1   ベトナムにおいて特別学校は各省に 1校しかなく、田舎に住

む障害ある児童が町の特別学校に通うというのは不可能に近い。2   さらに、ど

この特別学校も、受け入れには限度があり、毎年 200人以上の入学を断ってい

るという事情もある。 

【ベトナム政府の国の教育計画】 

 ベトナム政府は 5年に 1度、国の教育計画を発表する。最新の情報による

と、政府は４つの教育に力を入れる指針を打ち出した。3   １．障害ある児童の

教育、２．少数民族の教育、３．貧困の児童やホームレスの児童の教育、４．

女児教育である。 

【ベトナムの障害ある児童に対する教育方針】 

 国の教育計画と同時に打ち出された政府の障害ある児童の教育指針は、「障害

ある児童が近隣の学校に通えるように、学校でのインクルーシブ教育の運営方

法の向上」、「障害ある児童が学校に通える環境作り」、「地域の人々のインクル

ーシブ教育の理解の促進」、「教師や補助教員、教育室や教育局の職員へのイン

クルーシブ教育研修、個別教育の推進」、「研修、カリキュラム、早期教育、イ

ンクルーシブ教育の刷新。」である。 

【ベトナムでインクルーシブ教育を推進する妥当性と事業の目的】 

インクルーシブ教育は、ベトナムの政府の方針、特別学校の数が少ない現状、

世界的な障害ある児童に対する教育の潮流から、非常に妥当な事業である。当

事業は、公立小学校の教師にインクルーシブ教育研修を実施し、教師が障害あ

る児童を受け入れ、より多くの児童が初等教育を受けられることを目的として

いる。 

また、当事業は外務省の「対ベトナム社会主義共和国国別開発協力方針」の

うち、該当する重点分野（当方注：「脆弱性への対応」における社会的弱者支

援の分野支援）に沿った事業である。 

 
  ベトナムの教育省 2015年度のデータ 

2 現在日本では特別学校は特別支援学校に変わっている。ベトナムでも、特別学校が特別支

援学校に変わる事が閣議決定しているが、大都市以外はまだ特別学校のままである。 
3  教育省長官 Le Tien Thanh氏による声明 2011年 10月 ハノイの SEAMOELの会議にて。

2011年度の声明が最新 

 

 



2．事業地選定理由 

 

＜2016年 3月の資料：各省教育局より入手＞ 

省名 地区

数 

小学校の学齢期

の障害ある児童

の数 

小学校へ通ってい

る障害ある児童の

数 

特別学校へ通っ

ている障害ある

児童の数 

小学校の学齢

期の少数民族

の数 

アンザン省 11 1061 392 7 4261 

ビントゥアン

省 

10 936 766 0 10224 

合計 21 1997 1158 7 14485 

 

省名 地区

の数 

インクルーシ

ブ教育を実施

している小学

校数 

インクルーシ

ブ教育を実施

しているクラ

ス数 

障害ある児童

を受け入れて

いる小学校の

教師の数 

障害ある児童を受け入

れている教師の中で、

インクルーシブ教育研

修を受けた教師の数 

アンザン省 11 68 189 184 31 

ビントゥアン

省 

10 174 646 646 92 

合計 21 242 835 830 123 

 

Ａ．ビントゥアン省 

ビントゥアン省には、127のコミューンがあり、17のコミューンが高地に、62

のコミューンが山岳地帯に、3のコミューンが島にある。また、26の少数民族が

いて、人口全体の 6.9%になる。 

省内の 6 歳から 14 歳までの学齢期にある児童は 53,882人で、936人が障害を

もっている。この内、766人の児童が近隣の小学校に通っている。 

 現在の問題は、省内の障害ある児童を受け入れている小学校の教員 646人中、

インクルーシブ教育研修を受けた教師は 92 だけで、554 人の教員はなんの研修

も受けていないので、教員はクラス現場で非常に混乱している事である。 

現場教師の問題意識は、①障害ある児童に何度教えても上達しない。②他の

児童への授業準備だけでも忙しいのに、障害ある児童のレベルに合わせた勉強

の準備までできない。③障害ある児童は授業中大声を出す。④障害ある児童は

授業中クラスを走り回る。⑤障害ある児童は、暴力をふるう。⑥障害ある児童

の特性がわからない。⑥障害ある児童の試験や進級がわからない。 

このような問題を解決するために、教師に対して研修を実施し、教師のイン

クルーシブ教育のスキルを高める必要がある。また、170名の現在小学校へ行け

ていない障害ある児童も近隣の小学校へ行くことができるようにする。 



Ｂ．アンザン省 

アンザン省は、カンボジアと接した位置にあり、多くのクメール人が居住して

いる省である。主だった産業もなく、カントーのような観光地でもないので、ベ

トナムの貧困地域の１つとみなされている省でもある。 

6歳から 14歳までの障害ある児童の人数はおよそ 1,061名で、現在、障害ある

児童の中で、初等教育を受けている人数は、特別学校 7名、インクルーシブ小学

校 392 名 合計 399 名、初等教育を受けている児童はおよそ 37％のという状況

である。 

現在およそ 662名の障害ある児童が、特殊学校にも近隣の小学校にも通えない

で、学習する機会もなく、ただ家にいるだけで何もせずに過ごしているという状

況である。 

また、184 人のインクルーシブクラスの教員のほとんどは研修をうけていない

状況である。アンザン省にある聴覚障害児学校と視覚障害児学校に、教員が行っ

て学んだだけである。アンザン省の障害ある児童の内、8 割以上が知的に障害あ

る児童であるので、知的に障害ある児童を受け入れた現場の教師は、研修も受け

ていなくて、現場では非常に混乱している状況である。 

このような問題を解決するために、教師に対して研修を実施し、教師のイン

クルーシブ教育のスキルを高める必要がある。そして、多くの児童が近隣の小

学校へ行くことができるようにする。  

（３）事業内容 

 

(ア) キーティチャー（※）の育成研修 毎年 6月 3年間（N連の予算で実施） 

※各省の教育局が小学校の校長・副校長・教育局の職員から選任 

 

ビントゥアン省 

当会が結成したホーチミン市障害児教育専門家チームが、ビントゥアン省の新

たに選抜した 30名のキーティチャーに対して、1回（1回 2週間）、3年間で計

3 回、キーティチャーの育成研修を実施する。それにより、ビントゥアン省の

10地区に、各 3名のインクルーシブ教育のキーティチャーを育成する。 

 

アンザン省 

当会が結成したホーチミン市障害児教育専門家チームが、アンザン省の新たに

選抜した 30名のキーティチャーに対して、年 1回（1回 2週間）、3年間で計 3

回、キーティチャーの育成研修を実施する。それにより、アンザン省の 11地区

に、各 3名のインクルーシブ教育のキーティチャーを育成する。 

 

＊ホーチミン市障害児教育専門家チームには、先行事業で育成されたドンナイ

省とラムドン省の 60名のキーティチャーの内、数名の特に優秀なキーティチャ

ーも参加する。ドンナイ省、ラムドン省のキーティチャーは、現場でインクル

ーシブ教育の様様な問題を抱えながら先行事業で専門家から数年間に渡り研修



を受けているので、現場に即した学習を提供できる実力を備えた。 

 

＊アジア・レインボーは、毎年、各省、全地区でモニタリング及びカウンセリ

ングを実施する。モニタリングでは、地区のインクルーシブ教育研修の構築状

況を把握する。また、毎年 600 名の障害ある児童、両親、教師に対して、小学

校に通うようになってどのように児童に変化があったか。教師が研修に参加し

て、教師はどのように変化があったか等をヒアリングして、事業の成果や問題

点を詳しく把握する。カウンセリングでは、現場の教師、障害ある児童と両親

に、アジア・レインボーの専門家がカウンセリングを実施する。これにより、

毎年、2省合計すると、400名対象のカウンセリングを実施する。 

 

(イ) 各小学校の校内指導教師研修 毎年 11月 3年間（N連の予算で実施） 

当会が結成したホーチミン市の障害児教育専門家チームが、ビントゥアン

省、アンザン省で、それぞれ 200名（各小学校 1名～3名）を対象にしたイ

ンクルーシブ教育研修を、各省 1回 3日間 年 3回 9日間、3年間で計 9回

27 日間 実施する。それによりビントゥアン省、アンザン省の各小学校に 1

名～3 名のインクルーシブ教育の校内指導教師を育成する。（各省 300 校の

小学校、3年間で 2省合計 1,200人の教師に 3日間研修を実施する。） 

 

＊ホーチミン市障害児教育専門家チームには、先行事業で育成されたドンナイ省

とラムドン省の 60 名のキーティチャーの内、数名の特に優秀なキーティチャー

も参加する。 

 

(ウ) 各地区の地区内研修 毎年 8月～10月 3年間（ビントゥアン省、アンザン

省各地区教育室の予算で実施、アジア・レインボーの専門家による適時の支

援） 

ビントゥアン省、アンザン省の各地区では、各地区 3名のキーティチャーが

自身の所属する地区内の障害ある児童を受け持つすべての教師（およそ 50

名～100名）に対して、必要時研修を実施する。（年平均 1回～2回ずつ。） 

 

(エ)各小学校の校内研修 毎年小学校の適時 3 年間（ビントゥアン省、アンザ

ン省各地区教育室の予算で実施、アジア・レインボーの専門家による適時の

支援） 

ビントゥアン省、アンザン省の各小学校では、専門家により育成された校内

指導教師や、キーティチャーが、障害ある児童を受け持つすべての教師に対

して、必要に応じて研修を実施する。 

 

 



(オ)インクルーシブ教育のマニュアルの発行 事業 1年目 N連及びアジア・レ

インボーの予算 

先行事業（ドンナイ省、ラムドン省対象）で作成、出版された小学校のクラ

ス担任の教師の指針となるマニュアル本①「各障害別理解と対応」と②「わ

かるインクルーシブ教育」を、ビントゥアン省、アンザン省、省内の全イン

クルーシブ小学校に配布する。先行事業ではドンナイ省とラムドン省に各省

1200冊ずつ（各省各本 600冊ずつ）配布された。特に「わかるインクルーシ

ブ教育」は、ホーチミン市のインテ―小学校のキムホア校長が、自身の 15年

間インクルーシブ教育に尽力した体験を基に執筆された本で、ドンナイ省と

ラムドン省から、現場の教師に不可欠な本であると高い評価を頂いている。 

 

先行事業の成果例① 

2014年～2017年 ドンナイ省、ラムドン省インクルーシブ教育研修システムの構築事

業 （外務省 NGO連携資金無償協力） 

 

＜Dong Nai省、Lam Dong省における先行事業終了後の構築された地区内研修シ

ステム＞ 

    主体：各省教育局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学齢期にあたる障害ある児童数 

 2省 3,000人 

各地区の地区内研修  

キーティチャー各省 30名、各地区 3名  

Dong Nai省 11地区 Lam Dong省 12地区 

各地区において研修を実施：各地区 50名から

100名の障害ある児童を受け入れている教師 

通常の小学校でのインクルーシブ教育 授業 

障害ある児童を受け入れている小学校の教師 

2省 2,000人 

各小学校の校内研修  



先行事業の成果例② 

2014年～2017年 ドンナイ省、ラムドン省インクルーシブ教育研修システムの構築事

業 （外務省 NGO連携資金無償協力） 

＜事業実施後の各地区のインクルーシブ教育の進捗を図るグラフ＞ 

  

（４）持続発展

性 

事業終了後は、各省の教育局が主体となり、申請事業によって育成されたキ

ーティチャーと各省教育局が協力して、「1．キーティチャーが地区内の教師に

研修を実施する。」「2．地区内研修を受けた教師が、今度は自身の小学校内で研

修を実施する。」という研修システムを継続していく。 

この事業で最も力を入れているのは、ビントゥアン省、アンザン省のキーテ

ィチャー 60名の育成である。各省の各地区で数名のキーティチャーが協力し

責任をもって、自身の所属する地区の障害ある児童を受け入れた教師に対し

て、必要時に研修を実施できる能力を育成すれば、持続的にその地区では研修

が実施される。 

（５ （５）期待され

る成果と成果を

測る指標 

※退学率の減少： 教師は研修を受けることによって障害ある児童に対する受入

れのスキルが高められ、これにより在学中の障害ある児童の学習面、生活面が改

善されるため退学率や休学率が下がる。 

※就学率の向上： 現在、既にキーティチャーや教師は地区内の障害ある児童が

いる家庭を訪問して、近隣の小学校への就学を勧める活動を実施している。現時

点でまだ教師の障害ある児童に対する教授スキルが不十分であるため、学校へ通

わせることができない状況の小学校もある。本事業を通して、教員のインクルー

シブ教育のスキルが向上し、在学している障害ある児童の学習の向上につなが

り、障害ある児童を通学させようとする家庭が増えるため、障害ある児童の就学

率も上がる。 

 

 

1. 各小学校に最低１人の校内指導教師がいる

2. .人民委員会と教育室と各小学校が協力してインクルージョン教育が進めら
れている

3.  地区内で必要時に研修が実施できている。

4. すべてのコミューンに医療チームがいて障害を正しく診断できる

5. .地区研修と校内研修を実施して、インクルージョン教育をモニタリングして
いる

6. 各小学校で必要時に研修ができている。

7. 小学校内に、インクルージョン教育のリソースチームがいる。

8. 生徒の個人的な教育ニーズに合わせて個別授業を実施する

9. 教師と障害のある児童の両親が定期的に会合を開催している。

10. インクルージョンクラス担当の教師は研修を受けてIEPを作成している。

11. 健常児の両親と障がい児の両親が相互に理解．協力している。

Bien Hoa

Long

Khanh

Cam My

Vinh Cuu

 Xuan Loc

　

Dinh quan
Trang bom

Tan phu

Long

thanh
Thong Nhat

Nhon Trach

Dong Nai省インクルージョン教育研修システムの構築の達成度 2016年2月

Dong Nai 省 11地区 



＜達成指標＞ 先行事業の成果を参照：2014年～2017年 ドンナイ省、ラムドン省

インクルーシブ教育研修システムの構築事業 （外務省 NGO連携資金無償協力） 

＜事業実施前、実施事業、事業実施後＞ 

 事業前     事業実施 事業後 

教 師 の

指 導 方

法 の 改

善 

1. 障害ある児童は大きい

声を出して授業を邪魔し

たり、教室を出て行ってし

まう。 

2. 障害ある児童は、他の

児童に乱暴をする。乱暴

をされる。 

3. 障害ある児童に何度教

えても上手にならないか

ら非常にストレスであ

る。 

1.& 2. 障害ある児童の問

題行動の理解と対応ができ

る。 

3. 障害ある児童の個別フ

ァイルが作成できる。 

3. 個別教育計画書が作成

できる。 

3. 障害ある児童のそれぞ

れの特徴に合わせた学習支

援ができる。 

1. & 2. 児童が教

室で大声を出すな

どの、児童の問題

行動に対する正し

い対応ができる。 

3. 個別ファイルや

個別教育計画書に

沿って児童の学習

能力に合わせて教

えるので、ストレ

スが軽減された。 

教 師 の

意識 

校 内 及

び 保 護

者 と の

関 わ り

の改善  

1. 教師は、障害ある児

童にどのように教えてい

いのかわからない。 

2. 教師はインクルーシブ

クラスを教えたくない。 

3. 障害ある児童の両親

は、児童の教育に無関心

である。 

4. 障害ある児童の両親

は、児童の学習や将来に

不安を抱えている。 

1. 必要時に校内で研修が

実施されている。 

2. 各小学校にインクルー

シブ教育の校内委員会が設

置されている。 

3. 教師と障害ある児童の

親との連携ができている。 

4. 専門家からコンサルテ

ーションを受けた。特別支

援教育コーディネーターか

らコンサルテーションを受

ける事ができる。 

 

1. & 2. 教師はイン

クルーシブクラスの

意義と教え方が理解

できる。 

3. 障害ある児童の

両親は、児童の教育

に関心をもつ。 

4. 児童の障害を受

け入れ、児童の能力

に合った学習の向上

を喜べる。児童の能

力にあった仕事を考

える。 

地 区 内

で 改 善

さ れ た

点 

 

 

 

 

 

 

1. 障害ある児童の両親

は、両親が蒸発して

いたり、両親が仕事

で忙しかったりで、

親戚や祖母に児童が

育てられているケー

スが多い。また、両

親は、文盲であった

り、障害者であるケ

ースが多い。 

1.  各地区内で教育室が、

保健室、人民委員会、婦人

団体、福祉団体、赤十字な

ど他の団体と協力して、イ

ンクルーシブ教育の地区

内でのプロパガンダや必

要な支援がなされている。 

 

 

 

1.  地区内の障害あ

る児童の家庭に対し

て、地区の各種団体

が協力して必要な支

援をしている。 

 

 

 

 

 



 

障 害 あ

る児童 

学校に行っても学習がわ

からないから、学校を辞

めてしまう。 

学習がわからないから、

大声を出したり、クラス

を出て行く。また、友達

に暴力を振るう。 

いつも先生から叱られ

る。 

友達もいない。 

友達からいじめられる。 

学校が大嫌い。 

教師は、個別教育計画書に

合わせて教えてくれるの

で、学習ができる。 

教師は、いつも、同級生に

私の事を理解して手伝う

ように話してくれる。 

手をあげて発表すると、友

達が拍手をしてくれる。 

先生からもよく褒めても

らえる。 

算数や、国語は少し

できるようになっ

た。 

学校は楽しいから好

きだ。たくさんの友

達がいる。 

友達と校庭でいつも

遊んでいる。 

足が不自由だけど、

友達が手伝ってくれ

るので、大丈夫だ。 

友達がいつもノート

を見せてくれる。 

学校が大好き。 

障 害 あ

る 児 童

の両親 

自分の子どもに障害があ

る事を近所の人に知られ

たくない。 

 

誰にも相談できなくてい

つも子どもの事で不安だ

った。 

子どもの障害が不安だ。 

 

 

 

子どもはなにもできない

のでいつも叱っていた。 

 

 

 

子どもはいつも機嫌が悪

かった。 

 

 

子どもの医療費にお金が

かかる。ただでさえ貧乏

である。 

地区の教育室の職員や人

民委員会の人が来て、子ど

もを学校に行かせるよう

に説明した。 

いつでも校長先生や先生

に相談できる。 

 

子どものできる仕事の可

能性を考える。 

 

 

子どもを叱らないで褒め

るように教えられた。 

 

 

 

人と関わるようになった。 

 

 

 

人民委員会から毎月奨学

金が支給される。 

心配だが、他の障害

ある子どもも学校に

行っているので、私

の子どもも行かせ

た。 

まだ不安はあるが、

子どもは毎日楽しそ

うに学校に行く。 

子どもにもできる仕

事はあるので、安心

した。 

子どもは、家事がで

きるようになった。 

トイレや生活習慣な

ども自分でできるよ

うになった。 

兄弟とも仲良くな

り、近所の人とも話

なすようになり、毎

日楽しそうである。 

子どもの医療費が、

学習にかかる費用が

払える。 
 


